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【 平成２６年１０月３日（金）発行 】 

 

「おはようございます。」 

が生む小さな対話について 

校 長  冨 澤 将 志 

「おはようございます。」今朝も子どもたちとの挨拶ができたことを嬉しく思います。

挨拶という言葉の語源をたどると，一挨一拶（いちあいいちさつ）つまり，問答（言葉の

やりとり）から来ているのだそうです。挨拶がコミュニケーション・対話（会話）の基本

と言われるのは，この言葉ができた頃からのようです。 

 私もできれば「おはようございます。」だけでなく，言葉のやりとりができればいいな

と思っています。そこで，こちらから子どもたちの持ち物について「それは何？」とか「そ

んなに元気な声はどうしたら出るの？」などと質問したりします。嬉しいことに，どの子

もはっきりと答えてくれて短い対話ができます。質問をしなくても挨拶を交わした後，お

話をしてくれる子もいます。「校長先生，今日のスーツは素敵ですね！」「校長先生，私，

今日，誕生日なの！」「校長先生，きれいな葉っぱ見つけたからあげる。」等々，私もテ

ンションを高められたり，次なる質問やお礼を言いたくなったりします。私は対話をする

ことを通して，「朝の出会いで少しでも心のつながりを感じてほしい，良い一日のスター

トを切ってほしい。」と思っていますが，子どもたちはどう感じるでしょう？ 

 さて，ご家庭では挨拶は交わされていますでしょうか？「普段していないのに今さら」

とか「改まってするのも・・・」と思われていませんか？親子間でも挨拶を交わすために

必要なもの…それは「一歩を踏み出す勇気」です。「ちょっとした決意」です。 

 挨拶は「相手の心の内側にしかついていないドアノブの鍵穴に当てはまる鍵」とも言え

ると思います。相手に対して「心のつながり（絆？）」が感じられると心は明るく開かれ

るのではないでしょうか？朝，挨拶や対話から一日が始められると嬉しくなりますよ。 

 これから少しずつ寒くなっていきますし，学校の玄関前でなければ，ただの初老の不審

者と思われるかも知れませんが，子どもたちのコミュニケーション能力と明るい一日のス

タートのため私は，毎朝の挨拶とそこから生まれる対話をできる限り続けていきたいと思

っています。 
 
 
 
 
 
 
 

５年生「天空の城ラピュタ＆となりのトトロ」 ６年生「エルコスの祈り」 



 
 
「感動の舞台 思いをこめて 伝え

よう」のテーマのもと，９月２８日（日）

に，平成２６年度学習発表会が行われ

ました。この日のために，すべての愛

宕っ子が，一生懸命に劇や音楽，ダン

スなどの練習に取り組みました。特に

高学年は，自分たちの演目の練習の他

に，様々な係活動でも頑張りました。  

当日は，たくさんの保護者や地域の

方々の前で，練習の成果を存分に発揮

することができました。観覧マナーの

素晴らしさも含めて，ご観覧いただき

ました保護者，地域の皆様に心から感

謝申し上げます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１年生「スーパーモンキーゴクウ」       ２年生「スイミー」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３年生「ありのままで」            ４年生「オズのまほうつかい」 

１ 水 交通安全街頭指導 二計測（１・２年） 

２ 木 二計測（３・４年） 

３ 金 二計測（５・６年） 

６ 月 学校諸費引落日 

７ 火 クラブ⑨ 

８ 水 全校参観日 ガラス拭き 

１０ 金 後期児童会役員選挙 

１４ 火 クラブ⑩ 

１６ 木 朝会⑥ 委員会⑨ 

１７ 金 下校指導 

２１ 火 旭川市教育研究大会 臨時休業 

２３ 木 全校音楽 

２４ 金 児童会総会 

２８ 火 クラブ⑪ 

３０ 木 集会⑦ 全校音楽 


